
(57)【要約】

【課題】　オープンカーにおいて、ルーフパネルを閉じ

た状態で、サブシール部とルーフパネルとの間から侵入

した水を円滑にドレイン部に滴下させて車外に排出し、

室内への侵入を未然に防止するヘッダーウエザーストリ

ップを提供する。

【解決手段】　オープンカーのフロントヘッダー１とフ

ロントピラー３に連続して取付けられ、ルーフパネル２

の先端に弾接するサブシール部１２と、その後方に位置

する中空状のメインシール部１１と、サブシール部１２

とメインシール部１１との間に形成された溝状のドレイ

ン部１３を有し、フロントヘッダー１とルーフパネル２

との間をシールするものであり、メインシール部１１の

サブシール部１２に対向する部分に、ルーフパネル２の

閉時において、当該メインシール部１１とサブシール部

１２との間に、ドレイン部１３に通じる水路１５を形成

するための突起部１４を設ける。

【選択図】　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 オ ー プ ン カ ー の フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー （ １ ） と フ ロ ン ト ピ ラ ー （ ３ ） に 連 続 し て 取 付 け ら れ
， ル ー フ パ ネ ル （ ２ ） の 前 端 部 に 弾 接 す る サ ブ シ ー ル 部 （ １ ２ ） と ， そ の 後 方 に 位 置 す る
中 空 状 の メ イ ン シ ー ル 部 （ １ １ ） と ， 前 記 サ ブ シ ー ル 部 と メ イ ン シ ー ル 部 と の 間 に 形 成 さ
れ た 溝 状 の ド レ イ ン 部 （ １ ３ ） と を 有 し ， 前 記 フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー と ル ー フ パ ネ ル と の 間 を
シ ー ル す る ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ で あ っ て 、
　 前 記 メ イ ン シ ー ル 部 と サ ブ シ ー ル 部 と の 対 向 面 に ， 前 記 ル ー フ パ ネ ル の 閉 時 に お い て ，
該 メ イ ン シ ー ル 部 と サ ブ シ ー ル 部 と の 間 に ， 前 記 ド レ イ ン 部 に 通 じ る 水 路 （ １ ５ ） を 形 成
す る た め の 突 起 部 （ １ ４ ） を 設 け て な る オ ー プ ン カ ー の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 オ ー プ ン カ ー の フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー （ １ ） と フ ロ ン ト ピ ラ ー （ ３ ） に 連 続 し て 取 付 け ら れ
， ル ー フ パ ネ ル （ ２ ） の 前 端 部 に 弾 接 す る サ ブ シ ー ル 部 （ １ ２ ） と ， そ の 後 方 に 位 置 す る
中 空 状 の メ イ ン シ ー ル 部 （ １ １ ） と ， 前 記 サ ブ シ ー ル 部 と メ イ ン シ ー ル 部 と の 間 に 形 成 さ
れ た 溝 状 の ド レ イ ン 部 （ １ ３ ） と を 有 し ， 前 記 フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー と ル ー フ パ ネ ル と の 間 を
シ ー ル す る ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ で あ っ て 、
　 前 記 フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー の 左 右 両 端 部 に 取 付 け ら れ る 部 分 で あ る 型 成 形 部 （ Ｄ ） に お い て
、 前 記 メ イ ン シ ー ル 部 と サ ブ シ ー ル 部 と の 対 向 面 に ， 前 記 ル ー フ パ ネ ル の 閉 時 に お い て ，
該 メ イ ン シ ー ル 部 と サ ブ シ ー ル 部 と の 間 に ， 前 記 ド レ イ ン 部 に 通 じ る 水 路 （ １ ５ ） を 形 成
す る た め の 突 起 部 （ １ ４ ） を ， 一 つ ま た は 複 数 設 け て な る オ ー プ ン カ ー の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ
ー ス ト リ ッ プ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 オ ー プ ン カ ー の フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー と フ ロ ン ト ピ ラ ー に 連 続 的 に 取 付 け ら れ 、
ル ー フ パ ネ ル の 前 端 部 に 弾 接 し て 両 者 間 を シ ー ル す る ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ 乃 至 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 オ ー プ ン カ ー の フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー １ と フ ロ ン ト ピ ラ
ー ３ に は 、 ル ー フ パ ネ ル ２ の 前 端 部 に 弾 接 し て 両 者 間 を シ ー ル す る ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト
リ ッ プ ２ ０ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ ２ ０ は 、 ル ー フ パ ネ ル
２ の 前 端 部 に 弾 接 す る サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と 、 そ れ よ り 後 方 に 位 置 す る 中 空 状 の メ イ ン シ ー
ル 部 １ １ と で 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と の 間 に
は 、 溝 状 の ド レ イ ン 部 １ ３ が 形 成 さ れ 、 サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と ル ー フ パ ネ ル ２ の 先 端 部 か ら
侵 入 し た 水 Ｗ を 、 こ の ド レ イ ン 部 １ ３ を 通 し て 車 外 へ 排 出 す る こ と に よ っ て 、 室 内 へ の 侵
入 を 阻 止 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ う し た 従 来 の オ ー プ ン カ ー に お い て は 、 ル ー フ パ ネ ル ２ を 閉 じ た 際 に 、 そ の 進 入 軌 跡
Ｔ が 当 該 ル ー フ パ ネ ル ２ を ロ ッ ク す る ガ イ ド に 影 響 さ れ る の で 、 ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ
ッ プ ２ ０ に 対 し て 水 平 に 移 動 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。 そ の た め 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ を 押 し 潰
し て サ ブ シ ー ル 部 １ ２ に 圧 着 さ せ 、 当 該 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と の 間 に
存 在 し て い た 空 間 部 ２ １ が 塞 が れ て し ま う （ 図 ３ 参 照 ） 。 そ の 結 果 、 サ ブ シ ー ル 部 １ ２ の
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上 に 侵 入 し て き た 水 Ｗ が ド レ イ ン 部 １ ３ へ 滴 下 す る こ と が で き ず 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ の
上 を 通 過 し て 室 内 へ 侵 入 し て し ま う と い っ た 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は こ う し た 問 題 に 鑑 み 創 案 さ れ た も の で 、 オ ー プ ン カ ー に お い て 、 ル ー フ パ ネ ル
を 閉 じ た 状 態 で 、 サ ブ シ ー ル 部 と ル ー フ パ ネ ル と の 間 か ら 侵 入 し た 水 を 円 滑 に ド レ イ ン 部
に 滴 下 さ せ て 車 外 に 排 出 し 、 室 内 へ の 侵 入 を 未 然 に 防 止 す る こ と の で き る ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ
ー ス ト リ ッ プ を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ お よ び 図 ４ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 請 求 項 １ に 記 載 の オ ー プ ン カ ー の ヘ ッ ダ
ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ １ ０ は 、 オ ー プ ン カ ー の フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー １ と フ ロ ン ト ピ ラ ー ３ に
連 続 し て 取 付 け ら れ 、 ル ー フ パ ネ ル ２ の 先 端 に 弾 接 す る サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と 、 そ の 後 方 に
位 置 す る 中 空 状 の メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と 、 前 記 サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と
の 間 に 形 成 さ れ た 溝 状 の ド レ イ ン 部 １ ３ と を 有 し 、 前 記 フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー １ と ル ー フ パ ネ
ル ２ と の 間 を シ ー ル す る も の で あ っ て 、 前 記 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と の
対 向 面 に 、 前 記 ル ー フ パ ネ ル ２ の 閉 時 に お い て 、 当 該 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と サ ブ シ ー ル 部
１ ２ と の 間 に 、 前 記 ド レ イ ン 部 １ ３ に 通 じ る 水 路 １ ５ を 形 成 す る た め の 突 起 部 １ ４ を 設 け
て 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の オ ー プ ン カ ー の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ １ ０ は 、 フ ロ ン ト ヘ ッ ダ
ー １ と フ ロ ン ト ピ ラ ー ３ に 連 続 し て 取 付 け ら れ 、 ル ー フ パ ネ ル ２ の 先 端 に 弾 接 す る サ ブ シ
ー ル 部 １ ２ と 、 そ の 後 方 に 位 置 す る 中 空 状 の メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と 、 前 記 サ ブ シ ー ル 部 １
２ と メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と の 間 に 形 成 さ れ た 溝 状 の ド レ イ ン 部 １ ３ と を 有 し 、 前 記 フ ロ ン
ト ヘ ッ ダ ー １ と ル ー フ パ ネ ル ２ と の 間 を シ ー ル す る も の で あ っ て 、 前 記 フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー
１ の 左 右 両 端 部 に 取 付 け ら れ る 部 分 で あ る 型 成 形 部 Ｄ に お い て 、 前 記 メ イ ン シ ー ル 部 １ １
と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と の 対 向 面 に 、 前 記 ル ー フ パ ネ ル ２ の 閉 時 に お い て 、 当 該 メ イ ン シ ー
ル 部 １ １ と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と の 間 に 、 前 記 ド レ イ ン 部 １ ３ に 通 じ る 水 路 １ ５ を 形 成 す る
た め に 突 起 部 １ ４ を 、 一 つ ま た は 複 数 設 け て 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 突 起 部 １ ４ は 、 型 成 形 部 Ｄ を 複 数 の 分 割 金 型 ３ ０ で 形
成 す る 際 の パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン Ｌ に 沿 っ て 形 成 さ れ る の が 好 ま し い 。 な お 、 パ ー テ ィ ン グ
ラ イ ン Ｌ と は 、 分 割 金 型 ３ ０ と 隣 接 す る 分 割 金 型 ３ ０ と の 境 界 を 言 う 。 ま た 、 突 起 部 １ ４
は 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ 及 び ／ 又 は サ ブ シ ー ル 部 １ ２ に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 突 起 部 １ ４ は 、 ビ ー ド 状 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ～ ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 突 起 部 １ ４ は 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と サ ブ
シ ー ル 部 １ ２ の 両 者 に 設 け ら れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 場 合 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ に 設 け ら れ た 突 起 部 と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ に 設 け ら れ た 突
起 部 と が 段 違 い 状 に 設 け ら れ る 。 又 は 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ に 設 け ら れ た 突 起 部 と サ ブ シ
ー ル 部 １ ２ に 設 け ら れ た 突 起 部 と が 突 き 合 わ せ 状 に 設 け ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の オ ー プ ン カ ー の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ １ ０ は 、 メ イ ン シ ー ル 部
１ １ と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と の 対 向 す る 面 に 突 起 部 １ ４ を 設 け た の で 、 ル ー フ パ ネ ル ２ の 閉
時 に お い て 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と の 間 に 、 ド レ イ ン 部 １ ３ に 通 じ る
水 路 １ ５ を 形 成 し 、 水 Ｗ を 車 外 へ 排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 ル ー フ パ ネ ル を 閉 じ た 際 に 、 当 該 ル ー フ パ ネ ル が メ イ ン シ ー ル 部 １ １ に 対 し
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て 水 平 に 進 入 す る と 、 中 空 状 で あ る メ イ ン シ ー ル 部 １ １ は 水 平 方 向 に 押 し 潰 さ れ る よ う に
し て サ ブ シ ー ル 部 １ ２ に 弾 接 す る 。 こ の 際 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ は 突 起 部 １ ４ を 介 し て サ
ブ シ ー ル 部 １ ２ に 弾 接 し （ 図 ６ 参 照 ） 、 突 起 部 １ ４ の 両 側 に は 必 然 的 に ド レ イ ン 部 １ ３ に
通 じ る 空 隙 部 （ 水 路 １ ５ ） が 形 成 さ れ る （ 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 ル ー フ パ ネ ル ２ と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と の 間 を 流 れ て き た 水 Ｗ は こ の 水 路 １ ５ を
通 っ て ド レ イ ン 部 １ ３ に 達 し 、 そ こ か ら フ ロ ン ト ピ ラ ー ３ に 取 付 け ら れ て い る 部 分 を 通 過
し て 車 外 へ 排 出 さ れ る 。 そ の 結 果 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ の 上 を 通 っ て 室 内 へ 侵 入 す る と い
っ た 事 態 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の オ ー プ ン カ ー の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ １ ０ は 、 請 求 項 １ に 記 載
の 発 明 と 同 様 に 、 水 Ｗ が 室 内 へ 侵 入 す る の を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 突 起 部 １ ４ を 、 型 成 形 部 Ｄ に 設 け て い る の で 、 金 型 に 当 該 突 起 部 １ ４ を 形 成 す る
た め の 形 状 を 設 け る こ と で 、 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 突 起 部 １ ４ を 一 つ ま た は 複 数 設 け て い る の で 、 複 数 設 け る 場 合 に は 、 多 数 の 水 路
１ ５ を 形 成 す る こ と が で き 、 ル ー フ パ ネ ル ２ と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と の 間 か ら 侵 入 し た 水 Ｗ
を 、 ド レ イ ン 部 １ ３ に 、 よ り 円 滑 に 案 内 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 水 Ｗ の 室 内 へ の
侵 入 を よ り 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 突 起 部 １ ４ が 、 型 成 形 部 Ｄ を 複 数 の 分 割 金 型 ３ ０ で 形
成 す る 際 の パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン Ｌ に 沿 っ て 形 成 さ れ る の で 、 容 易 か つ 良 好 に 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す な わ ち 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 突 起 部 １ ４ を 形 成 す る 凹 部 を 、 隣 接 す る 分 割 金 型 ３ ０ の
各 端 部 に 段 部 ３ １ を 設 け 、 当 該 二 つ の 段 部 ３ １ で 形 成 す る こ と に よ っ て 、 当 該 分 割 金 型 ３
０ の 型 抜 き を 、 型 製 品 に 引 っ 掛 け る こ と な く 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、 傷 の な い
ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ １ ０ を 成 形 す る こ と が で き る 。 ま た 、 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン Ｌ
か ら 型 成 形 時 に ガ ス 抜 き さ れ る の で 、 突 起 部 １ ４ に ガ ス 傷 が 発 生 し な い 。 さ ら に 、 突 起 部
１ ４ を ビ ー ド 状 （ 玉 状 ） と し て い る の で 、 そ の 外 周 面 が 円 弧 面 を 形 成 し 、 よ っ て 、 水 Ｗ の
流 れ を 妨 げ る こ と な く 円 滑 に ド レ イ ン 部 １ ３ に 案 内 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 水 Ｗ
が 室 内 へ 侵 入 す る の を さ ら に 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ 及 び サ ブ シ ー ル 部 １ ２ の 両 者 に 突 起 部 １ ４ を 成 形 す る 場 合 、 即 ち 突
起 部 １ ４ を 多 く 形 成 す る 際 に 、 メ イ ン シ ー ル 部 又 は サ ブ シ ー ル 部 の ど ち ら か 一 方 の み に 設
け る と 、 そ の 形 成 上 の 制 約 か ら 、 突 起 部 を 設 け る 数 及 び 部 位 に 自 由 度 を 持 た さ れ な い が 、
両 者 上 に 設 け る こ と で 、 数 及 び 設 置 部 位 の 自 由 度 が 広 が る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 両 者 に 設 け る 突 起 部 を 突 き 合 わ せ に す る よ う に 設 定 す る と 、 前 述 の 発 明 の 効 果 に
加 え て 、 よ り 広 い 水 路 １ ５ を 形 成 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る オ ー プ ン カ ー の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ １ ０ の 実 施 形 態 を 、 図 １ お よ
び 図 ４ 乃 至 図 ８ に 示 す 。 図 示 の 実 施 形 態 の も の は 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ の み に 突 起 部 １ ４
を 設 け 、 サ ブ シ ー ル 部 １ ２ に は 突 起 部 を 設 け て い な い も の で あ る 。 こ の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー
ス ト リ ッ プ １ ０ は 、 フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー １ と フ ロ ン ト ピ ラ ー ３ に 連 続 し て 取 付 け ら れ 、 ル ー
フ パ ネ ル ２ の 前 端 部 と の 間 を シ ー ル す る も の で あ り 、 サ ブ シ ー ル 部 １ ２ 、 メ イ ン シ ー ル 部
１ １ 、 お よ び ド レ イ ン 部 １ ３ を 有 す る 。 ま た 、 こ の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ １ ０ は 、
型 成 形 部 Ｄ と 押 出 成 形 部 Ｅ と で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 サ ブ シ ー ル 部 １ ２ は 、 ル ー フ パ ネ ル ２ の 前 端 部 に 弾 接 す る も の で 、 中 空 状 で あ る 。 な お
、 中 空 状 に 代 え て リ ッ プ 状 と す る こ と も で き る 。 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ は 、 サ ブ シ ー ル 部 １
２ よ り や や 後 方 に 位 置 す る 中 空 状 で あ り 、 断 面 略 Ｕ 字 状 の 取 付 基 部 １ ７ を 介 し て フ ロ ン ト
ヘ ッ ダ ー １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ ａ に 取 付 け ら れ て い る 。 ド レ イ ン 部 １ ３ は 、 サ ブ シ ー ル 部 １
２ と メ イ ン シ ー ル 部 １ １ と の 間 に 形 成 さ れ た 溝 状 で あ る 。 そ し て 、 フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー １ の
左 右 両 端 部 に 取 付 け ら れ る 部 分 で あ る 型 成 形 部 Ｄ に お い て 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ の 前 面 で
、 サ ブ シ ー ル 部 １ ２ に 対 向 す る 部 分 に 、 ビ ー ド 状 の 突 起 部 １ ４ を 長 手 方 向 に 沿 っ て 二 つ 設
け て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 ル ー フ パ ネ ル ２ を 閉 じ た 際 に 、 当 該 ル ー フ パ ネ ル ２ を ロ ッ ク す る ガ イ ド に
影 響 さ れ て 、 当 該 ル ー フ パ ネ ル が メ イ ン シ ー ル 部 １ １ に 対 し て 水 平 に 進 入 す る と 、 中 空 状
で あ る メ イ ン シ ー ル 部 １ １ は 車 体 に 対 し て 前 方 に 押 し 潰 さ れ る よ う に 弾 性 変 形 し て サ ブ シ
ー ル 部 １ ２ に 弾 接 す る 。 こ の 際 、 メ イ ン シ ー ル 部 １ １ の 前 面 に は 突 起 部 １ ４ が 設 け ら れ て
い る の で 、 こ の 突 起 部 １ ４ が サ ブ シ ー ル 部 １ ２ に 弾 接 し （ 図 ６ 参 照 ） 、 そ の 両 側 に は サ ブ
シ ー ル 部 １ ２ に 弾 接 し な い 部 分 が 形 成 さ れ 、 そ れ が ド レ イ ン 部 １ ３ に 通 じ る 水 路 １ ５ と な
る （ 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 、 ル ー フ パ ネ ル ２ と サ ブ シ ー ル 部 １ ２ と の 間 を 流 下 し て き た 水 Ｗ は こ の 水 路 １ ５
を 通 っ て ド レ イ ン 部 １ ３ に 達 し 、 そ こ か ら フ ロ ン ト ピ ラ ー ３ に 取 付 け ら れ て い る 部 分 （ サ
ブ シ ー ル 部 １ ２ の 中 空 部 な ど ） を 通 っ て 車 外 へ 排 出 さ れ る 。 そ の 結 果 、 メ イ ン シ ー ル 部 １
１ の 上 を 通 っ て 室 内 へ 侵 入 す る こ と が な い 。 な お 、 ド レ イ ン 部 １ ３ か ら サ ブ シ ー ル 部 １ ２
の 中 空 部 等 に 連 通 す る 連 通 孔 １ ８ を 設 け る こ と が で き る （ 図 ４ 参 照 ） 。 図 ４ に お い て 、 水
Ｗ の 流 れ を 示 す 矢 印 に お い て 、 実 線 の 矢 印 は ド レ イ ン 部 １ ４ の 上 の 流 れ を 示 し 、 点 線 の 矢
印 は サ ブ シ ー ル 部 １ ２ の 中 空 部 な ど の ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ １ ０ の 内 部 の 流 れ を 示
す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 突 起 部 １ ４ を 長 手 方 向 に 沿 っ て 二 つ 設 け て い る の で 、 こ
れ に 伴 い 三 つ の 水 路 １ ５ を 形 成 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ル ー フ パ ネ ル ２ と サ ブ シ ー ル
部 １ ２ と の 間 か ら 侵 入 し た 水 Ｗ を 、 ド レ イ ン 部 １ ３ に 、 よ り 円 滑 に 案 内 す る こ と が で き 、
水 Ｗ の 室 内 へ の 侵 入 を よ り 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 突 起 部 １ ４ を ビ ー ド 状 （ 玉 状 ） と し て い る の で 、 水 Ｗ が 、 そ の 円 弧 面 で あ る 外 周
面 を 円 滑 に 伝 わ り 落 ち る こ と が で き 、 さ ら に 良 好 に ド レ イ ン 部 １ ３ に 達 す る こ と が で き る
。 こ れ に よ り 、 水 Ｗ が 室 内 へ 侵 入 す る の を さ ら に 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 突
起 部 １ ４ の 形 状 は ビ ー ド 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 突 出 状 態 を 形 成 す る も の で あ れ ば
、 そ の 形 状 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ に お い て は 、 そ の 突 起 部 １ ４ を 、
型 成 形 部 Ｄ を 複 数 の 分 割 金 型 （ 中 芯 ） ３ ０ で 形 成 す る 際 の パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン Ｌ に 沿 っ て
形 成 し て い る 。 す な わ ち 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 突 起 部 １ ４ を 形 成 す る 凹 部 を 、 隣 接 す る 分
割 金 型 ３ ０ の 各 端 部 に 段 部 を 設 け 、 当 該 二 つ の 階 部 ３ １ に よ っ て 形 成 し て い る 。 こ れ に よ
り 、 当 該 分 割 金 型 ３ ０ の 型 抜 き を 、 型 製 品 に 引 っ 掛 け る こ と な く 容 易 に 行 う こ と が で き る
の で 、 傷 の な い ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ １ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 パ ー テ
ィ ン グ ラ イ ン Ｌ か ら 型 成 形 時 に ガ ス 抜 き さ れ る の で 、 突 起 部 １ ４ に ガ ス 傷 が 発 生 し な い と
い っ た 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 示 は 省 略 す る が 、 突 起 部 １ ４ を 押 出 成 形 部 Ｅ に も 設 け る こ と が 出 来 る 。 押 出 成 形 部 Ｅ
で は 、 別 に 製 作 し て 突 起 部 を 両 面 接 着 テ ー プ ま た は 接 着 剤 で 固 着 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 図 １ 】 ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ を 取 付 け た 自 動 車 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 例 に 係 る ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ を 示 す も の で 、 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図
で あ る （ ル ー フ パ ネ ル を 開 放 し た 状 態 ） 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ が ル ー フ パ ネ ル に よ っ て 押 し 潰 さ れ た 状
態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ の 第 一 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｙ － Ｙ 線 断 面 図 で あ る （ ル ー フ パ ネ ル が 開 い て い る 状 態 ） 。
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 す ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ が ル ー フ パ ネ ル に よ っ て 押 し 潰 さ れ た 状
態 を 示 す 断 面 図 で あ る （ 突 起 部 が あ る 部 分 ） 。
【 図 ７ 】 図 ４ に 示 す ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ が ル ー フ パ ネ ル に よ っ て 押 し 潰 さ れ た 状
態 を 示 す 断 面 図 で あ る （ 突 起 部 に 隣 接 す る 水 路 の 部 分 ） 。
【 図 ８ 】 本 実 施 形 態 に 係 る ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ を 成 形 す る 分 割 金 型 を 示 す 要 部 断
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 　 　 　 フ ロ ン ト ヘ ッ ダ ー
　 １ ａ 　 　 　 フ ラ ン ジ 部
　 ２ 　 　 　 　 ル ー フ パ ネ ル
　 ３ 　 　 　 　 フ ロ ン ト ピ ラ ー
　 １ ０ 　 　 　 ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ
　 １ １ 　 　 　 メ イ ン シ ー ル 部
　 １ ２ 　 　 　 サ ブ シ ー ル 部
　 １ ３ 　 　 　 ド レ イ ン 部
　 １ ４ 　 　 　 突 起 部
　 １ ５ 　 　 　 水 路
　 １ ７ 　 　 　 取 付 基 部
　 １ ８ 　 　 　 連 通 孔
　 ２ ０ 　 　 　 ヘ ッ ダ ー ウ エ ザ ー ス ト リ ッ プ
　 ２ １ 　 　 　 空 間 部
　 ３ ０ 　 　 　 分 割 金 型
　 ３ １ 　 　 　 階 段 状 部 分
　 Ｄ 　 　 　 　 型 成 形 部
　 Ｅ 　 　 　 　 押 出 成 形 部
　 Ｌ 　 　 　 　 パ ー テ ィ ン グ ラ イ ン
　 Ｔ 　 　 　 　 侵 入 軌 跡
　 Ｗ 　 　 　 　 水
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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